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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 3 0 1 0 0 0 2 1 3 1 0 0 0
11 * 1 8 8 12 7 8 2 5 13 18 2 6 0 1
27 * 0 2 0 1 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
33 * 1 3 4 12 2 2 2 6 3 9 0 2 0 0
91 * 4 11 3 7 1 2 4 0 2 2 0 2 1 1
7 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 2 1 3 0 0 1 0 2 2 0 1 0 0
10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
31 0 2 2 3 6 2 4 3 6 4 10 0 3 0 0
39 0 0 0 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0
41 0 1 2 1 2 0 0 0 3 3 6 0 1 1 0
55 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 0 2 2 8 1 1 3 4 5 9 0 3 0 0
4 * 0 0 5 9 1 2 4 3 6 9 0 1 0 0
6 * 1 5 2 5 0 2 5 1 4 5 1 0 0 0
7 * 7 18 2 10 4 4 4 1 4 5 2 5 0 0
21 * 5 11 2 6 2 3 1 2 4 6 1 1 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
15 0 0 0 0 4 3 4 1 2 1 3 2 4 0 0
49 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
72 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
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東海大学九州

男子

戦評
西日本学生バスケットボール選手権大会、最終日。9日間にも渡る激戦も今日も終止符が打たれる。最終日まで残った
ものの、前日に関西地区のチームに破れてしまい3位決定戦へと迎えた両チーム。前半、一進一退の攻防が繰り広げ
られ、観客の目を惹くような試合展開。両チーム、主将を軸にし、相手チームを攻めたてる。後半もその展開となってい
くかと思われたが、中京大学のオフェンスリバウンドに圧倒されるところから東海大学九州にほつれが見え始め、シュー
トも決まらなくなっていった。そして、最終的に16点差の点差が開き、中京大の勝利となった。
試合開始直後、東海大#3の滝口の3Pシュートから熱戦が始まった。中京大はリングにシュートが嫌われ続けるも、#33
真里谷を筆頭にオフェンスリバウンドを獲り続け、ボールをリングに押し込み得点を重ねていく。さらに、#91長友の連続
3Pシュート。一方、東海大もエース#7古閑が3Pシュートを沈め、一進一退の攻防が続く。互いにビッグマンのいない
チームということもあり、空中戦の様を呈してきた。そこからは、互いに我慢の時間。シュートを打とうとすると厳しい
チェックが両チーム入るため、シュートが決まらなくなってくる。そこで東海大ベンチが動き、部長元が指示を出し、#4山
下がインサイドで的確にゴールを決める。さらにフリースローも決め、長い無得点状態から試合が動く。だが、中京大
#91長友が3Pシュートを再び沈め、13-13と東海大にリードを許さず、同点の状態で、第2ピリオドを迎える。
第2ピリオド始まってすぐ、東海大が猛攻を見せる。#21谷里の正確無比なスリーポイントが中京大に牙をむける。だが、
中京大も黙っておらず、#31大崎の天性のリバウンド、#11杉本のインサイドでの体を張ったプレイで東海大に喰らいつ
く。しかし、東海大#7古閑が全開。チームを鼓舞し、シュートも決める。そこで、中京大はたまらずタイムアウトを請求。タ
イムアウト後、チームが変わったかのように#31大崎、#91長友を中心に一気に点を奪取。5点リードを許していたところ
を、5点リードという所まで持っていく。だが、そこは東海大#7古閑。チームが得点を欲する場面で、必ずリングを揺ら
す。そこで、第2ピリオドのブザーが鳴り、このピリオドが終了。36-35と中京大リードで折り返すも、両チーム主力の選手
たちが活躍し、これからの戦いがどうなっていくかわからない。
第3ピリオド。中京大が#33真里谷のインサイドや、#91長友のシュートでリードを譲らない。しかし、東海大も#7古閑を中
心に#3滝口、#21谷里がロングシュートを外さない。しかし、中京大がじりじり点差を広げ、#33真里谷の3Pシュートで7点
差まで開く。しかし、#21谷里が直後に3Pシュートを不敵にも沈め、ここから、東海大が息を吹き返す。#7古閑のペネトレ
イトや、3Pシュートで一気に逆転に成功。そこからは、1点差でのシーソーゲームへ。しかし、中京大の熱のあるプレイ
で、ラスト2分で6点差まで広げ、60-54中京大リードでラストピリオドへ。
最終ピリオド、第3ピリオド終盤の東海大にとって悪い空気のまま、中京大#31大崎に得点を許してしまう。一方東海大も
攻めあぐねるも、リングに嫌われ入っても単発に終わってしまう。しかし、#7古閑の良いパスから、#21谷里が3Pシュート
を決め、東海大が波に乗る。一方、中京大#11杉本、#56戸次のリング下への切り込み、#31大崎の3Pシュートなどこの
試合一番の猛攻をみせ、東海大も#21谷里の遠距離弾で追いかけるも、攻め手に欠き、さらに#7古閑がけがで一旦、
ベンチに下がってしまう。その中でも東海大は粘りをみせるが、オフェンスリバウンドに関して中京大が圧倒し、制空権
を取られてしまう。そこから#7古閑が復帰をするが、10点以上差を広げられており、そのままファウルゲームへと持ち込
まれる。しかし、中京大がフリースローを的確に沈め続け点差が開いていき、結果として、92-76と16点差で中京大が東
海大を下し、西日本大会3位となった。
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記録

3位決定戦 勝チーム

試 合 日 2013.06.09
中京大学開始時間 12:10

会　　場 BODYMAKERコロシアム

杉本 慶 26 39

真里谷 明夫 13 23

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

石附 大真 0 15

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

戸次 恭亮 11 16

0 1

中村 辰也 0 13

東原 寛大 5

0 -
-

大崎 裕二 14 26

長友 祐輔 19 39
林 嘉宏

-

中村 寛大 2 1

出口 凌大 2 8
二村 康介 0 1

16
伊木 祐二 0 1

合　　　計 92
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RATE 27.3% 46.3% 68.2%

東海大学九州

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 松藤　貴秋

30

滝口 翔太 5 32

ST MINTO AS

富園 祥一 0

古閑 雅美 29
小澤 智将 7

REBOUND３Ｐ BS

山下 和宏 11 27

1
田中 裕也 0 1

39
谷里 京哉 21

藤森 龍
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山本 星也 0 1
木寺 怜 3 30
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二宮 謙太

Team / Coach: 元　炳善 -
合　　　計 76
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